
Vol:24
第24号20062 February

● お答えします・行政改革大綱の解説…９
● ほっトピックス………………10～11
● 図書だより・こちら110番…12
● この人・御嶽展望……………13

● 暮らしの情報あれこれ………14～17
● こんにちは市長です…………18
● 人の動き………………………19
● わたしたちのまちづくり……20

● 確定申告がはじまります………２～３

● やる気支援の実績と案内………４～５

● 国勢調査速報……………………６

● 姉妹都市提携と市功労者の表彰…７
● 消防出初め式・FC岐阜…………８

〈写真：萩原地域の成人式〉〈写真：萩原地域の成人式〉

　市内5地域で1月7、8日、成人式
が行われ４５６人が式典に参加。大
人の仲間入りをしました。参加者は
仲間との再会を喜びあい、自己の責
任と周囲への感謝の気持ちを新た
にしました。

華やかに郷里で成人式
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申告は正しくお早めに申告は正しくお早めに申告は正しくお早めに

所得税の申告と納税、
      　住民税（市・県民税）の申告

　新しい年も明け、まもな＜平成17年分の所得税の確定申告の時期となりますが、準備は

もうお済みですか。

　正しい申告と納税は私たちの義務であり、社会のルールです。自分の所得と税額を正し

く計算し、期限までに申告しましょう。〈地区相談は行いません。ご注意ください。〉

～申告の時必要なもの～
申告相談へは、次のものを準備して
　　　　　　　　　　　お出かけください。

・昨年中の総収入や経費の内訳それらを確認できる帳
簿、伝票領収書など

・給与や年金の源泉徴収票の原本

・税金の還付を受ける人は、本人名義の口座番号

・印　鑑

・土地や建物、立木を売った人は、売買契約書や売買
にかかった経費の内訳と領収書

・収用や居住用財産を譲渡している場合は、事前に税
務署または市役所税務課へお問い合わせください。

  【農業所得の申告には
準備が必要です】            

　農業所得標準（農業の簡易計算）が今回の

申告をもって廃止になります。

　農家の方は、収入と支出の実額計算が必

要です。農業所得計算を行う前に、領収書、

各種伝票、営農口座等をよく確認し、帳簿

を準備しましょう。

市役所下呂庁舎１階ロビー

市役所萩原庁舎 選挙管理委員会室

小坂振興事務所１階事務室（相談室）

金山振興事務所１階ロビー

馬瀬中央公民館２階小会議室

★申告会場★

確定申告のお問い合わせは

下呂市役所税務課
☎ 24-2222　内線 139 , 140

高 山 税 務 署
☎ 0577-32-1020

２月16日(木)～３月15日(水)
期限間際になりますと、窓口は大変混雑しますので、お早めに申告してください。

　休日の受付　受付時間 9:00 ～ 16:00
（下呂・萩原会場）
◆２月19日（日）・26日（日）・３月5日（日）・12日（日）
（小坂・金山・馬瀬会場）
◆３月 5日（日）

※個人情報保護と確定申告支援機器の導入により地区相談は
　廃止となります。

確定申告
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高山税務署職員による申告相談

２月28日(火) 10:00 ～ 16:00　　市役所萩原庁舎選挙管理委員会室

３月１日(水) 10:00 ～ 15:30　　市役所下呂庁舎１階ロビー

税理士による無料申告相談
◆と　き
　２月22日（水）・23日（木）
　　　24日（金）・27日（月）
　　午前１０時～午後４時

◆ところ
　市役所下呂庁舎１階ロビー

所　　得　　税

●申告が必要な人
　つぎのような人は、所得税の確定申告が必要となり
ます。
①一般の人の場合

・平成17年分の所得合計額が、所得控除の合計額を超える人
・土地、家屋または山林などを譲渡した人
・山林を伐採し、市場に出荷され収入があった人
②給与所得がある人の場合

・給与などの収入金額の合計金額が、２千万円を超える人
・２か所以上から給与などの支払いを受け、従たる給与
の収入金額と、給与所得や退職所得以外の所得の合計
金額が20万円を超える人

・１か所の給与のほかに、給与所得や退職所得以外の所
得の合計が、20万円を超える人

・同族会社の役員や家族で、その法人から給与のほかに
貸付金の利子、賃借料、使用料などの支払いを受けて
いる人
③その他

・平成17年の中途で退職した後、就職せず年末調整が済
んでいない人

・年末調整後に扶養が増えた人
・予定の納税をしている人で、確定申告が不要となった人
◎医療費控除が受けられる場合

　病気やけがなどで多額の医療費を支払った人で、保険な
どで補てんされた金額を除いて10万円以上、もしくは17
年分の所得金額の５％のいずれか少ない方の額を超えた金
額を支払った場合は、超えた金額が控除の対象となります。
◎住宅取得特別控除

　住宅ローンなどを利用してマイホームを新築・増改築
したときは一定の要件にあてはまれば税額控除が受けら
れます。

住民税（市・県民税）

●申告が必要な人
　次のいずれにも該当する人は住民税の申告を
してください。
・平成18年１月１日現在、下呂市に住んでいる人
・事業所得から報告される給与以外の収入（農
業・不動産所得）があり、確定申告の必要が
ない人

☆住民税の申告書は、国民健康保税の申告も兼
ねています。申告されない場合は、国民健康
保険税の軽減が受けられません。

　また、申告がされていない場合は、所得の確
定ができないため、所得証明の発行ができま
せんので、所得がない、あるいは所得が少な
い場合でも必ず提出してください。

◆配偶者にパート収入がある場合
　パート収入は、通常給与所得になります。年
収が103万円以下の場合、配偶者（扶養）控除
を受けることができます。
　配偶者のパート収入額が103万円以上141万
円を超えない場合は、配偶者特別控除が受けら
れます。控除額は収入金額に応じて段階的に変
わります。
※住民税（市・県民税）は、所得税と基礎控除
の金額が異なりますので、年収が99万円を
超えると住民税が課税される場合があります。

※住民税申告書は２月上旬にお手元に届きます。
※必要事項をご記入の上、下呂市役所税務課ま
たは各振興事務所市民生活課まで提出してく
ださい。

青色申告をされる方で、記帳などの相談は、税理士・
税務署の相談日、または、商工会へお出かけください。

青色申告者の方へお願い

住宅取得控除説明会

２月７日(火) 14:30 ～ 16:00　　星雲会館　天慶の間

２月８日(水) 14:30 ～ 16:00　　下呂観光会館　大会議室

確定申告
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申 請 団 体 名 内　　　　　　　　　　　　容
　文　　　　化　　　　振　　　　興

朗読ボランティア
「糸でんわの会」（小坂町）

子育て、障がい者・老人福祉として朗読の会をより充実させるため、デジ
タルビューアなどの備品を購入。

竜神太鼓保存会
（下呂）

下呂地域中学校の伝統芸能の授業の場として、また、各種イベントを盛り
上げてきた保存会が使用する太鼓を修繕。

下呂石シンポジウム
実行委員会

下呂温泉源の湯ヶ峰の噴火によりできた下呂石について理解を深め、古代
ロマンあふれる下呂をＰＲ。

紙ふうせん
（馬瀬）

馬瀬地域で読み聞かせの活動として、小坂出身のファゴット奏者森純一さ
ん、ピアニストの西上和子さん招き、生演奏で読み聞かせを行った。

下呂幸田押し花クラブ
（下呂）

下呂駅で観光客に「押し花しおり」の配布。５月開催の全国植樹祭に記念
品とするため、材料を購入。

あんだんてＯＳＡＫＡ
（小坂町）

コーラスグループ「あんだんてＯＳＡＫＡ」の活動 20 周年にあわせ、他
の音楽グループと合同で記念コンサートを開催。

ひとつぶのたね
（下呂）

子育て支援。子どもの読書を推進するため、デジタルビューアを購入し、
絵と声で本のすばらしさを大勢に啓蒙するため備品を購入。

金山町国際交流協会
（金山町）

金山地域の国際交流の推進母体である国際交流協会の主要行事。クリスマ
スパーティーで使うツリーなどの備品を購入。

産　 　　　業　　 　　振 　　　　興　

益田木材青壮年会
子どもたちに木工工作を通して「木の良さ」を知ってもらうためコンクー
ルを開き、優秀作品の表彰と木のすばらしさをＰＲ。

龍の瞳生産組合
宮田で発見されたコシヒカリの大粒種「龍の瞳」を通じて地域振興を図る
ため、白米計量器を購入。（試食会等に使用）

橋本町発展会
（金山町）

商店街を明るく装飾し商店街の活性化と防犯のため、ＬＥＤイルミネー
ションを購入。

弥生町発展会
（金山町）

商店街を明るく装飾し商店街の活性化と防犯のため、ＬＥＤイルミネー
ションを購入。

本町発展会
（金山町）

商店街を明るく装飾し商店街の活性化と防犯のため、ＬＥＤイルミネー
ションを購入。

■補助を受けられる団体
　　補助金の交付を受けられるのは、市内に活動拠点を置
く団体です。ただし、政治活動、宗教活動もしくは営利
活動を行うものは対象となりません。
■補助対象となる事業
　１．地域振興、地域活性化を目的とした事業
　２．単年度で実施される事業
■補助対象となる経費
　　事業に必要な経費から、団体が自ら負担すべき経費を
控除した経費とします。
■補助金額
　　補助対象経費の５分の４以内（限度額…20万円）
■申請方法
　　所定の様式で申請していただきます。各振興事務所管
理課へお尋ねください。
■申請受付
　　平成18年３月１日から
　　※ただし、事業実施の１カ月前までに申請してください。
■問い合わせ先
　　各振興事務所管理課

平成18年度　下呂市地域振興補助金のご案内

宮地で防火啓発のために
購入した提灯

下校児童を見守る
NSPC のメンバー

国道４１号から見える古関区の斜面で
竹林を伐採し、桜などを植樹
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申 請 団 体 名 内　　　　　　　　　　　　容
環　　　　　　　　　　　　　　　境

古関景観整備事業グループ
（萩原町）

全国植樹祭に備え里山景観を整えるため、区民有志で竹林などを伐採し広
葉樹を植栽。

小坂 B．Ｉクラブ
（小坂町）

大島谷の河川清掃、ホタルの幼虫放流などをとおし、市民の環境意識の高
揚を図り、ホタル鑑賞会の実施や花壇づくり、休憩小屋を修繕。

峠の桜を守る会
（金山町）

県道関金山線袋坂峠の桜の保護と周辺の環境整備を行い、通行者や市民の
憩いの場へと整備。（スギ、ヒノキの除伐、東屋を設置）

はっぱの会
（馬瀬）

景観向上のため、国道 257 号沿いの空き地、原野などに花木、草花を植栽。

リサイクルをすすめる会
（馬瀬）

木製のリサイクルステーション BOXを馬瀬地域内５カ所に設置。会員各
戸からアルミ缶、牛乳パック、古着を定期的に回収。

八坂湖畔桜を守る会
（金山町）

ダム湖畔の桜並木が見事な八坂地区で桜の保護、桜並木のライトアップ、
並木の周辺を整備。

小坂の桜を育てる会
（小坂町）

小坂地域内の桜（ソメイヨシノ）の手入れを行い天狗巣病などから桜を守
るほか、病気に強い樹種を植え、里山の景観を整備。

安　　　　　　　　　　　　　　　全

萩原町商工会青年部
（萩原町）

萩原町奥田洞地内の国道 41 号沿いに毎年１月、大きな雪像を作り、交通
安全を啓発。そのためのイルミネーション器材を購入。

ＮＳＰＣ
（小坂町）

長瀬地域の消防団ＯＢなど住民が地域のパトロールを実施。児童生徒の安
全を守り、災害時に交通整理などを行う組織づくりと備品を整備。

宮地夜警町内会
（下呂）

毎晩 10 時半以降に、防犯防火を目的とした夜警を実施。80 年以上の伝統
事業。夜警提灯の購入など備品を整備。

福　　　　　祉　　・　　教　　　　育　

下呂市不登校親の会
（全域）

不登校など子育てに悩む親たちを対象に、子どもたちとの関わり方につい
て後援会を開催。また、親の会や支援機関の存在をＰＲ。

萩原ＮＰＯ
ケアパレット

地域で家族がイキイキと生活を送るため、在宅介護を支援するＮＰＯ法人
を設立。研修会などを積極的に開き、在宅介護を支援。

新小坂町電話帳作成委員会
（小坂町）

高齢者にも見やすい大きな活字、地域の特色を考慮した電話帳を作成。

地　　　 　域　　　 　振 　　　　興

宮田３区
（萩原町）

昭和 30 年に資金労務提供によりできた飛騨宮田駅の開設 50 周年を祝う
行事を実施。郷土愛の醸成、区民の交流を図った。

はぎわら花の会
（萩原町）

萩原本町通りの一体感ある景観づくりのため、同一コンセプトで花飾りを
実施。

大島夏祭り実行委員会
（小坂町）

舞台を設置。大島地域外からも踊りや音楽などで活躍する方々を招き、他
地域との交流を促進。

地蔵祭りバザー実行委員会
（金山町）

伝統の子守地蔵祭りを盛り上げている商店街有志でバザー器具を購入。子
どもの参加を促し地域文化を継承。

おしゃべり畑
（馬瀬）

地域に自生、栽培されているハーブや山野草を植栽し、観光客との交流の
場・市民の憩いの場としてハーブ園などを整備する。

　限られた予算、人材のなかで、より住みよい下呂市にしていくには、

市民と行政が協働で取り組むことが大切です。市民の皆さんが自主

的に企画し、自分たちの手で進めるまちづくりの取り組みを支援す

るため、市では平成 17 年度から「下呂市地域振興事業補助金」を創

設しました。平成 17 年度は次の 31 件を支援しました。

みなさんのやる気を応援しますみなさんのやる気を応援します
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人　　口 世　　帯　　数
平成17年 平成12年 平成 12～ 17年の増減 平成 17年

( 世帯 )
平成 12年
( 世帯 )

平成12～17年の増減
総数
(人 )

男
( 人 )

女
( 人 )

総数
(人 )

増減数
(人 )

増減率
(％ )

増減数
(世帯 )

増減率
(％ )

市　計 38,495 18,353 20,142 40,102 △1,607 △ 4.0 12,793 12,779 14 0.1

萩原地域 11,648 5,581 6,067 11,716 △ 68 △ 0.6 3,520 3,422 98 2.9

小坂地域 3,805 1,839 1,966 4,005 △ 200 △ 5.0 1,285 1,284 1 0.1

下呂地域 14,292 6,767 7,525 14,916 △ 624 △ 4.2 5,029 5,070 △ 41 △ 0.8

金山地域 7,325 3,504 3,821 7,868 △ 543 △ 6.9 2,541 2,566 △ 25 △ 1.0

馬瀬地域 1,425 662 763 1,597 △ 172 △ 10.8 418 437 △ 19 △ 4.3

　平成 17 年国勢調査　地域別人口と世帯数

　注：平成 17 年の数値は速報値で、平成 12 年の数値は確定値です。
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、
５

年
ご
と
に
人
口
や
世
帯
数
な
ど
を
調
べ
て

い
ま
す
。

　

市
の
人
口
は
初
回
の
大
正
９
年
が

３
４
８
４
１
人
。
昭
和
25
年
の
調
査
で
は

５
０
１
１
８
人
と
初
め
て
５
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
の
５
０
６
６
４

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

下呂市の人口推移

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

1920
大正9年 昭和5年 15年 25年 35年 45年 55年 平成2年 12年 17年

1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2005

総人口（人）

1920（大正9年）

34,841人

1935（昭和10年）
４万人を越える

41,581人

1955（昭和30年）
5万人を越える

50,664人 2005（平成17年）
４万人を割る

38,495人

資料：「国勢調査」総務省

下呂市人口 ３万８,４９５人
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市
は
、
石
川
県
宝
達
志
水
町
と

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
こ
と
に

な
り
、
今
月
20
日
に
山
田
良
司
市

長
や
野
村
誠
市
議
会
議
長
ら
関

係
者
が
同
町
を
訪
ね
、
調
印
式
を

行
い
ま
す
。

　

同
町
は
、
平
成
17
年
３
月
１
日

に
石
川
県
羽
咋
郡
の
志
雄
町
と

押
水
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

ま
ち
で
、
旧
押
水
町
と
旧
小
坂
町

が
昭
和
55
年
１
月
か
ら
姉
妹
都

市
提
携
を
結
び
、
小
学
校
児
童
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
や
婦
人
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
住
民
間
の
交
流

を
活
発
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
姉
妹
都
市
提
携
は
、
合

併
後
の
両
市
町
で
も
こ
れ
ま
で

の
友
好
関
係
を
引
き
継
ぎ
、
教

育
・
文
化
・
産
業
・
観
光
な
ど
の

各
分
野
で
交
流
を
一
層
深
め
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

水と人が奏でるハーモニーのまち

宝
ほ う だ つ し み ず ち ょ う
達志水町

  面積　１１１．６８ｋ㎡
  人口　１５, ２３６人   　世帯　４, ６１０世帯
　　　　　　　　　　　　　　（平成 17 年国調速報）

石川県のほぼ中央部に位置し、西側は日本海、

東側は富山県に隣接する、山と川と海に囲ま

れた自然豊かな地域です。

羽咋郡
宝達志水町

金沢市

かほく市

津幡町

羽咋市石川県

富山県

石川県 富山県

福井県
岐阜県

長野県

石
川
県

　

宝
達
志
水
町
と
姉
妹
都
市
提
携
へ

17
年
度

市
功
労
者
等
表
彰
者
を
決
定

今
年
度
は
２
月
11
日
に
表
彰

　

12
月
に
設
置
さ
れ
た
「
市
功
労

者
等
表
彰
条
例
」
に
基
づ
く
、
平

成
17
年
度
の
被
表
彰
者
が
決
ま
り

ま
し
た
。今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、

地
方
自
治
の
振
興
や
社
会
福
祉
、

保
健
衛
生
の
向
上
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
31
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

表
彰
式
は
、
毎
年
11
月
３
日
に

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
２
月
11
日
10
時
30
分
か

ら
、
星
雲
会
館
で
行
い
ま
す
。

　

表
彰
さ
れ
る
の
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
、
功
績
の
詳
細
は
３
月
号
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
功
労
者
表
彰　

【
地
方
自
治
】
倉
地
正
春
、
岡
前

基
三
郎
、
見
廣
元
一
郎
、
桂
川
嘉

春
、岩
佐
登
、今
村
英
三
、細
江
透
、

河
尻
裕
巳
、
加
藤
定
雄
、
中
島
博

隆
、
清
水
治
、
今
井
好
男
、
高
橋

久
郎
、
熊
﨑
義
郎
、
荒
井
治
義
、

上
野
耕
正
、
岩
佐
鋭
夫 

【
社
会
福

祉
】
都
竹
勉
、
岩
佐
弘
生
、
藤
村

幸
夫
、
池
戸
光
男
、
二
村
惇
子
、

松
原
美
智
子 

【
保
健
衛
生
】
片
山

朋
臣 【
産
業
経
済
】日
下
部
俊
雄
、

今
井
嘉
巳
、
野
村
忠
義
、
滝
多
賀

男
、
井
上
廉 

【
住
民
生
活
】
倉
田

幸
枝
、
中
川
登
美
子　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

【
総
務
部
総
務
課
】

市
功
労
者
等
表
彰
条
例
を
設
置

毎
年
11
月
３
日
に
表
彰

　

市
で
は
、
市
の
発
展
な
ど
に
貢

献
し
功
労
の
あ
っ
た
方
や
、
市
民

の
模
範
と
な
る
善
行
の
あ
っ
た
方

の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、「
下

呂
市
功
労
者
等
表
彰
条
例
」
を
昨

年
12
月
に
制
定
し
、
表
彰
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

表
彰
の
種
類
は
、「
功
労
者
表
彰
」

と
「
善
行
者
表
彰
」
で
、
毎
年
11

月
３
日
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

功
労
者
は
、
地
方
自
治
の
振
興

や
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
の
向
上
、

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
貢
献
し
た
方
な
ど
で
、
そ
の
功

労
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
を
表
彰
。
ま
た
、
善
行
者

表
彰
は
、
災
害
の
防
止
や
人
命
の

救
助
に
あ
た
っ
た
方
、
社
会
奉
仕

な
ど
市
民
の
模
範
と
な
る
方
な
ど

で
す
。
い
ず
れ
も
市
の
功
労
者
等

表
彰
審
議
会
に
諮
ら
れ
、
功
労
者

表
彰
は
議
会
の
同
意
を
得
て
、
表

彰
者
が
決
定
し
ま
す
。
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詳しい情報は、ＦＣ岐阜オフシャルサイトで　http://www.fc-gifu.com/

サッカーチーム

ＦＣ岐阜を応援しょう

　岐阜からＪリーグを目指すサッカーチーム「ＦＣ岐阜」が、市内

で合宿を行います。市民の皆さんのご声援をお願いします。

　ＦＣ岐阜は、元日本代表のＦＷ森山泰行選手らを擁するサッカー

チームです。現在は日本フットボールリーグ ( ＪＦＬ ) より下部の

東海社会人リーグに所属。昨年は東海リーグ１部に昇格しました。

　今年、東海リーグ１部で優勝し、さらに地域リーグ決勝大会で２

位以内に入るとＪＦＬに自動昇格できます。そして 2007 年にＪＦ

Ｌで２位以内の場合、Jリーグ昇格が現実のものとなります。

J1

J2

JFL

地域リーグ

現在FC岐阜は、地域リーグ
である東海リーグの１部に
在籍しています。

２月５日～９日、金山リバーサイドスポーツセンターで合宿

　　　　５日に、サッカー教室を開催

　合宿初日には、サッカー教室が計画され
ており、市内の少年サッカークラブの子ど
もたちが、ＦＣ岐阜の選手やコーチらから
指導を受けることになっています。

ＦＣ岐阜の皆さん

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
精
績
章
】
▽
金
山
・
竹
腰
修

■
岐
阜
県
知
事
特
別
表
彰

【
表
彰
旗
】
金
山
消
防
団

■
岐
阜
県
知
事
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
▽
萩
原
・
倉

地
正
伸
▽
小
坂
・
今
井
学
、
奥
田
鉄

也
、
奥
田
剛
美
、
坂
脇
彰
▽
下
呂
・

今
井
弘
和
▽
馬
瀬
・
野
村
重
隆
、
上

田
利
章

【
勤
続
功
労
章
】
▽
萩
原
・
大
附
史
朗
、

大
前
勝
則
、
戸
谷
穣
▽
小
坂
・
水
野

誠
、
古
瀬
眞
希
、
細
江
勳
、
遠
渡
克

巳
、
上
田
克
巳
、
大
森
清
雄
▽
下
呂
・

奥
田
一
成
、
安
江
進
、
熊
崎
幸
一
▽

金
山
・
木
下
広
行
、
土
屋
竹
浩
、
中

島
康
治
▽
馬
瀬
・
寶
賢
一
、
尾
里
隆

文
、
山
本
正
道

【
功
労
章
】
▽
萩
原
・
熊
崎
嘉
文
、

青
木
孝
浩
、
熊
崎
武
、
都
竹
卓
、
青

木
隆
之
、
大
附
真
也
▽
小
坂
・
鎌
倉

誠
、
長
谷
川
義
浩
、
石
原
郁
夫
、
西

垣
内
亙
、
倉
田
晃
義
、
今
井
善
和
▽

下
呂
・
今
井
克
哲
、
中
島
実
、
河
原

克
也
、
田
口
和
弘
、
細
江
嘉
孝
、
細

江
一
義
、
今
井
隆
、
熊
崎
勉
、
細
江

清
正
▽
金
山
・
田
口
康
則
、
亀
山
嘉

人
、
星
谷
金
巳
▽
馬
瀬
・
森
本
繁
司
、

二
村
豊
、
無
笹
聡

【
功
績
章
】
▽
下
呂
市
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
下
呂
支
部
長　

今
井
八
寿
子

【
感
謝
状
】　

㈱
熊
﨑
組
、
㈱
今
仙
電

機
製
作
所
、
細
田
軽
金
属
㈱
、
東
京

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
化
工
㈱
岐
阜
工
場　

南

ひ
だ
森
林
組
合　
　
　　
　
〔
敬
称
略
〕

　下呂市消防出初め式が１月４日から６日、各地域で行われ、消防団員
約１，０００人が、防災への誓いを新たにしました。
　出初め式は、各消防団ごとにグラウンドやホールなどを会場に開かれ、
式典では団員の表彰や消防団活動に協力された家族、事業所へ感謝状が
送られました。知事表彰以上の受賞者は下記のとおりです。 小坂消防団の表彰風景

安心安全なまち目指し・消防出初め式

馬瀬消防団の市中行進



 
お
答
え
し
ま
す

  　　
　

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見
・
提
案
」に
寄
せ
ら
れ
た

　
　

ご
意
見
ご
提
案
に
対
す
る
回
答

行
政
改
革
大
綱
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
の
関
心
の
高
い
も
の
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
も
の
を
選
び
、
解
説
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
総
務
部
・
行
政
改
革
推
進
室
】

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

No.6

　

市
幹
部
職
員
の
意
識
改
革
を
即

し
、
年
功
序
列
の
人
事
を
見
直
す

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　

今
後
10
年
間
の
下
呂
市
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
で
あ
る
「
下
呂

市
総
合
計
画
」
が
今
年
度
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

状
況
を
分
か
り
や
す
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
表
を
作

成(

各
家
庭
に
配
布
済
み)

し

て
い
ま
す
。
計
画
表
で
は
、
市

民
へ
の
説
明
責
任
と
、
成
果
を

重
視
し
た
行
政
を
進
め
る
た

め
、
目
指
す
値
を
設
定
し
、
責

任
者
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
で
幹
部
に
は

自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
職
務
に

あ
た
る
よ
う
指
示
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
と
し
て
の
専

門
的
な
知
識
な
ど
を
習
得
す
る

た
め
、
外
部
機
関
が
実
施
す
る

研
修
会
に
参
加
し
て
、
資
質
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

年
功
序
列
型
人
事
に
つ
い
て

は
、
民
間
で
は
能
力
主
義
型
に

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
市
役

所
組
織
を
活
性
化
さ
せ
、
や
る

気
が
あ
っ
て
そ
の
職
に
ふ
さ
わ

し
い
人
材
を
登
用
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
昇
任
試
験
を
導
入

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

【
総
務
部
人
事
課
】

　

市
の
税
収
入
と
同
額
近
く
が
人

件
費
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。
人
件
費
の
抑
制
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
給
与
の
見

直
し
や
職
員
の
削
減
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　

広
報
紙
１
月
号
で
16
年
度
の
一

般
会
計
決
算
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
市
税
収
入
50
億
円
に
対
し

人
件
費
は
47
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
人
件
費
に
は
、
職
員
の

給
与
の
ほ
か
各
種
条
例
委
員
の
報

酬
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

市
職
員
の
給
与
は
、
国
の
人
事

院
の
勧
告
に
準
じ
て
決
定
し
て
お

り
、
平
均
給
与
額
は
国
の
平
均
給

与
額
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
下

呂
市
は
91
・
５
（
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
昇
給
に
つ
い
て
人
事
考
課
制
度

（
勤
務
評
定
）
な
ど
の
導
入
も
図

り
、
民
間
に
近
い
給
与
体
制
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
す

た
め
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
事
務

量
と
人
員
バ
ラ
ン
ス
、
業
務
委
託

の
可
能
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
向

か
ら
検
討
を
加
え
、
平
成
16
年
度

の
８
５
３
人
か
ら
10
年
で
20
％
以

上
の
職
員
を
削
減
を
す
る
よ
う
計

画
を
立
て
適
正
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
退
職
者
数

に
対
す
る
補
充
を
抑
え
た
り
、
早

期
退
職
を
促
す
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

【
総
務
部
人
事
課
】
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効
率
的
で
利
用
し
や
す
い

市
役
所
づ
く
り

　

皆
さ
ん
が
市
役
所
で
の
用
事
を

ス
ム
ー
ズ
に
気
持
ち
よ
く
済
ま
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◇
職
員
の
接
客
マ
ナ
ー
の
向
上

　

マ
ナ
ー
向
上
を
目
的
に
、
接
客

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
を
組
織

し
、
11
月
に
は
接
遇
マ
ナ
ー
向
上

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
ま
し
た
。

12
月
に
は
全
職
員
を
対
象
に
電
話

応
対
研
修
を
実
施
し
、
民
間
企
業

と
変
わ
ら
な
い
、
高
い
レ
ベ
ル
の

接
遇
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
必
要
な
施
設
整
備
の
実
施

　

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
市
役
所

を
目
指
し
、
必
要
な
箇
所
は
改
善

し
ま
す
。
高
齢
化
の
進
む
馬
瀬
地

域
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
振
興
事
務
所
の
カ
ウ

ン
タ
ー
を
低
く
し
ま
し
た
。

◇
利
用
し
や
す
い
窓
口
の
実
現

　

ひ
と
つ
の
窓
口
で
全
て
の
手
続

き
が
済
む
よ
う
検
討
を
し
ま
す
。

ま
た
、
電
話
予
約
に
よ
っ
て
、
住

民
票
や
納
税
証
明
な
ど
を
、
時
間

外
で
も
受
け
取
れ
る
制
度
を
検
討

し
ま
す
。

◇
申
請
・
押
印
等
手
続
き
の

　

簡
素
化
、
迅
速
化
の
研
究

　

市
役
所
の
手
続
き
は
、
複
雑
で

面
倒
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
た
め
に
、
丁
寧
な
接
客
と
説
明

は
も
ち
ろ
ん
、
手
続
き
や
書
類
を

簡
素
化
し
、
迅
速
な
手
続
き
を
実

現
し
ま
す
。

◇
庁
舎
等
の
管
理
体
制
の
見
直
し

　

庁
舎
な
ど
の
管
理
は
、
適
正
な

管
理
と
費
用
の
両
面
か
ら
見
直
し

ま
す
。
専
門
知
識
や
資
格
が
必
要

な
庁
舎
設
備
の
保
守
管
理
業
務

は
、
高
度
な
技
術
を
安
価
に
利
用

で
き
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外

部
委
託
）
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に

類
似
業
務
な
ど
の
一
括
発
注
や
３

〜
５
年
の
長
期
継
続
契
約
に
つ
い

て
も
検
討
し
、
低
コ
ス
ト
で
適
正

な
管
理
を
進
め
ま
す
。

◇
権
限
委
譲
の
受
け
入
れ

　

県
の
許
認
可
な
ど
の
権
限
を
、

市
が
委
譲
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
身
近
な
市
役
所
で
用
事
を
済

ま
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。



ほっトピックス
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各地で趣向凝らし
　　　　クリスマス楽しむ

  下呂市スキーのつどいが1月15日、モンデウス
飛騨位山スノーパークで開かれ、親子連れなど市
民約100人がスキー、スノーボードを楽しみまし
た。冬場でも体を動かしてもらおうと下呂市教育
委員会が主催。参加者の大半は小学生でうち4分
の1は、初めてスキー板を履く初心者。教室では
道具の正しいつけ方、歩き方を教えられ、午後に
はリフトに乗って中腹から滑り降りらるまでにな
りました。

　12月、市内各地でクリスマスに関連した行事
が行われました。金山では外国人と市民が交
流。下呂では観光客も楽しめる、萩原では市
民の手づくりでなど趣向を凝らした催しが行
われました。

「かなうわバット」好評「かなうわバット」好評
　まもなく１万本　まもなく１万本

　バットの握りの部分の輪がグリップエンドか
ら「落ちない」ため、縁起がいいと受験生など
に人気の下呂温泉合掌村の「合格かなうわバッ
ト」。今年、成人式の記念品として「夢かなうわ
バット」が成人者に贈られたほか、５月の全国
植樹祭でも使われることになっています。

12月24日、観光客で12月24日、観光客で賑賑
にぎにぎ

わったキャンドルイルミネーわったキャンドルイルミネー
ション「ラブ＆ピース」（温泉街の白鷺橋）ション「ラブ＆ピース」（温泉街の白鷺橋）

スキー、スノボ教室に１００人

12月23日、12月23日、萩原地域の音楽愛好家が開いたクリスマス萩原地域の音楽愛好家が開いたクリスマス
コンサート（南飛騨はぎわら十六館）コンサート（南飛騨はぎわら十六館）

12月23日、12月23日、市民と外国人が市民と外国人が
交流を深めた金山町国際交流協会主催の交流を深めた金山町国際交流協会主催の

クリスマスパーティ（下原公民館）クリスマスパーティ（下原公民館）

「夢の実現を」とかなうわバットが贈られた成人式。「夢の実現を」とかなうわバットが贈られた成人式。
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ほっトピックス

　馬瀬中切小学校で１月11日、全校児童
が今年の決意を書初めで表しました。
　体育館に集まり筆先に集中、厳粛な雰囲
気のなか納得いく作品ができるまで筆を走
らせました。その後、一人ひとりが題字に
込めた思いを発表しました。

　小坂中学校で１月 10日、恒例の「小倉百
人一首大会」が開かれ、各クラスでの予選、
全校での決勝を行いました。校内放送で流れ
る読み札の文句に耳をそばだてながら順位を
争いました。

決意新たに
　　中切小で書初め大会

　手づくり凧
たこ

の出来を競う第24回新春手づくり凧あ
げ大会が１月９日、金山市民グラウンドで開かれ62
作品がエントリー。トーテムポールをモチーフにし
た背丈以上の立体凧など力作が勢ぞろいしました。

伝統の凧
たこ

あげ大会 力作揃う

元気いっぱい、たこあげを楽しむ子どもら

校内放送使い、全校で百人一首

和やかに
　ひかりの家クリスマス会

　森の「ひかりの家共同作業所」で 12 月 22 日、
業務の提供元や県議、市長、議会など関係者を招
きクリスマス会が開かれました。
　会では所生 5人と、日ごろから交流している菊
舞社中の皆さんが民踊を披露し、保護者や関係者
に感謝の気持ちを表しました。
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問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

２月の絵本の読み聞かせ

２月18日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

２月25日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

２月25日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

◆魔王　　　　　　         伊坂幸太郎

◆刺繍　　　　　　    　 　 川本晶子

◆タッチ　　　　　ダニエル・キイス

◆ニート　　　　　      　   絲山秋子

◆下流社会　　 　　         　三浦　展

◆スッキリ！　          　  上大岡トメ

◆推理小説　  　          　  秦建日子

◆ひょうたん                  宇江佐真理

◆悪魔の種子　               　 内田康夫

◆新リア王㊤㊦                        高村　薫

◆息子たちと私               石原慎太郎

◆スープ・オペラ     　　 阿川佐和子

◆生協の白石さん       　　　  白石昌則

◆名をこそ惜しめ   　　　　津本　陽

◆エルデスト㊤㊦　クリストファー・パオリーニ

◆記憶が消えていく  　　　 一関開治

◆狐官女（きつねかんじょ）澤田ふじ子

◆浜町河岸の生き神様    　　 佐藤雅美

◆リンさんの小さな子   フィリップ・クローデル

◆何のために生きるのか 五木寛之・稲盛和夫

◆ぼくとひかりと園庭で    　石田衣良

◆良寛さんのべからず帖  　　 斎藤茂太

◆夜回り先生こころの授業 　水谷　修

◆すべて忘れてしまえるように ザビーヌ・ダルデンヌ

◆子どもを伸ばす毎日のルール 　辰巳　渚

◆トニー流幸せを栽培する方法    トニー・ラズロ

◆消費者トラブル相談ハンドブック   渋谷絢子

◆三谷幸喜のありふれた生活④冷や汗の向こう側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  三谷幸喜

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

今月の
一冊

『ターシャの庭』
　　　　　ターシャ ・テューダー著

　米国、バーモント州の山奥に自然
体で暮らしている９０歳の絵本作家。
入植時代のアメリカの生活を好んで
描き自ら実践してきた。
「自然を敬い、その恵に感謝を忘れ
ないこと」と言い、質素でも心ゆた
かな生活を求めるターシャが自然と
の共同作業で創りあげた夢のように
美しい庭の写真集である。
　臨場感あふれる写真がとてもいい。
花も草も樹も年老いたターシャも、
すべてが“真”に美しい。

　

広
島
県
お
よ
び
栃
木
県
内
に
お
い
て
、
女
子
児
童
が
下

校
中
に
連
れ
去
ら
れ
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
ほ
か
、

京
都
府
で
は
学
習
塾
に
お
い
て
女
子
児
童
が
殺
害
さ
れ
る

事
件
が
連
続
し
て
発
生
す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
凶

悪
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

犯罪から子どもを守ろう !

『
子
ど
も
の
誘
拐
・
連
れ
去
り

　
　
　
　
　
　
　
　

防
止
に
ご
協
力
を
』

　　   【
子
ど
も
に
教
え
る
防
犯
ポ
イ
ン
ト
】

　

☆ 

一
人
に
な
ら
な
い

　

☆ 

知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い

　

☆ 

連
れ
去
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
大
声
を
出
す
、
防
犯
ブ

ザ
ー
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
使
用
方
法
を
教
え
携
帯
さ
せ
る

　

☆ 

外
出
す
る
と
き
は
、
保
護
者
に
行
き
先
、
帰
宅
（
予
定
）

時
間
を
告
げ
る

　

☆ 

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
場
所
を
覚
え
て
お
く

　

☆ 

登
下
校
は
、
通
学
路
を
利
用
し
、
な
る
べ
く
複
数
で
登

下
校
す
る

【
地
域
ぐ
る
み
の
対
策
】

　

☆ 

登
下
校
時
間
帯
に
、
地
域
社
会
の
人
々
で
見
回
る
等
、

不
審
者
を
接
近
さ
せ
な
い

　

☆ 

暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、

早
く
帰
る
よ
う
「
ひ
と
声
」
か
け
る

　

☆ 

遊
び
場
、
通
学
路
等
に
死
角
が
で
き
な
い
よ
う
環
境
の

改
善
に
努
め
る

【
家
族
の
注
意
】

　

☆ 

小
さ
な
子
ど
も
を
一
人
で
遊
び
に
出
さ
な
い

　

☆ 

不
審
者
の
出
没
が
あ
っ
た
と
き
は
、
子
ど
も
に
そ
の
こ
と

を
教
え
る
と
と
も
に
具
体
的
な
対
応
要
領
を
そ
の
都
度

指
導
す
る

「地域の目  注いで守る  通学路」

《平成１７年モデル標語》
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人

  古子の紅梅で有名　

 「小坂町長瀬古子」

この

　小坂町長瀬に県の天然記念物「古子の紅梅」があり、この

古子地区や県道 437 湯屋温泉線の松原辺りから、御嶽山を

眺めることができます。右側から継母岳、中央が「一の池」

の縁で下呂市最高地点、左側のピークが摩利支天山です。継

子岳は、左手前の山に隠れて見えませんので、左側の稜線は

写真にありません。御嶽山の中腹は、小坂川発電所の水圧管

路がある山に遮られています。県境で御嶽山の稜線上にある

椹谷山は、右手のほうにピークが見えます。

　古子の紅梅は、樹齢約 750 年、幹周り３ｍ、高さ９. ６ｍ。

八重咲きの紅梅は全国で珍しいそうです。昭和 47 年に県天

然記念物に指定（「ぎふの銘木百選」にも選ばれています）

されましたが、大正 12 年４月の火災、昭和 12 年の落雷に

よる損傷、平成 9年秋のコケによる衰弱、昨年秋の台風によ

る幹折れなど幾多の災難に襲われました。すぐに修復されま

したので、今年はきっと花を着けてくれると思います。

　小坂には、矢ヶ野地区から湯屋温泉近くまでサイクリング

ロード 7.6 ㎞程があり、古子地区を通っています。紅梅があ

る場所には、バイオトイレや休憩所が整備してあり、私有の

小公園もあります。古子の紅梅は、いつも、高山祭の頃満開

を迎えるそうですが、白銀に輝く御嶽山がそのピンクの花を

一層際だたせてくれるのです。一度、お弁当持参で出かけら

れてはいかがでしょうか。　　　　(写真・文　酒井ミユキ )

小坂町長瀬古子より (1/1)

No.9

標高 570m位

　

南
ひ
だ
健
康
道
場(

以
下
道

場)

は
、
岐
阜
県
と
下
呂
市
が
中

心
に
進
め
る
健
康
保
養
地
構
想

の
中
核
施
設
で
す
。

　
相
原
所
長
は
、３
つ
の「
る
」
が

道
場
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
話
し
ま

す
。一
つ
は
「
知
る
」、
多
く
の
蔵

書
や
映
像
か
ら
健
康
に
関
す
る

知
識
を
得
ら
れ
ま
す
。
２
つ
目

は「
や
る
」、太
極
拳
、
ヨ
ー
ガ
な

ど
の
健
康
体
験
が
実
践
で
き
ま

す
。
３
つ
目
は「
わ
か
る
」、血
管

年
齢
、
脳
年
齢
な
ど
を
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
機
器
が
あ
り

健
康
度
合
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
を
実
践
す
れ
ば
健

康
度
を
効
果
的
に
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。 

道
場
の
利

用
者
は
、
下
呂
市
を
含
む
飛
騨
地

域
が
約
３
分
の
１
で
県
内
利
用

者
が
約
８
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
原
所
長
は
、「
ま
ず
地
元
の

方
々
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
る
施

設
で
あ
る
こ
と
が
大
切
。
で
き
れ

ば
利
用
者
の
方
が
こ
の
施
設
を

目
的
に
来
る
の
で
は
な
く
、
四
美

へ
来
た
つ
い
で
に
道
場
へ
寄
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
四
美
の
魅

力
の
一
つ
に
し
た
い
」
と
話
し
ま

す
。
ま
た
、
四
美
に
は
原
風
景
と

も
言
え
る
場
所
も
多
く
、
昔
な

が
ら
の
石
垣
、
野
草
な
ど
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
そ
れ
ら
を

生
か
し
て
誘
客
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
か
が
鍵
」
と
も
話
し
ま
す
。

　

昨
年
は
夏
冬
の
２
回
、 

四
美
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
、
酒
の
空
カ
ッ

プ
三
千
五
百
個
を
使
い
道
場
周

辺
で
ろ
う
そ
く
を
灯
す
キ
ャ
ン

ド
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
夜
の
静
寂
、
星
空
や

雪
原
で
の
灯
が
幻
想
的
で
大
変

好
評
で
し
た
」
と
相
原
所
長
。

　

来
場
者
は
、
口
コ
ミ
や
リ
ピ
ー

タ
ー
で
徐
々
に
増
え
て
き
て
い

る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
道
場

で
自
分
の
健
康
を
高
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

12 月 18 日に行われた「四美ナリエ」12 月 18 日に行われた「四美ナリエ」

 南ひだ健康道場

所長  相 原 克 己さん（57 歳・萩原町羽根）
　萩原町四美の南飛騨健康増進センター　愛称「南ひ

だ健康道場」の所長に昨年４月赴任した相原さんを訪

ねました。

四
美
の
魅
力
の
中
で

　
　

健
康
へ
の
気
づ
き
の
場
で
あ
り
た
い



14

暮らしの情報あれこれ

■今月の市税■
☆ 固  定  資  産  税

…………第 ５ 期 分　
☆ 国民健康保険税

…………２　月　分　
●納期限は、2月28日（火）です。
今年度から下呂市と岐阜県は、県税・市税の徴収強化
策として共同徴収を連携して実施しています。

下呂市役所
　下呂庁舎　　　☎24-2222
　萩原庁舎　　　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎62-3111
　金山振興事務所　☎32-2201
　馬瀬振興事務所　☎47-2111
下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900
下呂市消防本部　☎25-5119

　  2 月の時報　　　朝　春よこい　　　昼　早春賦　　　夕　冬の夜

下
水
道
の

つ
な
ぎ
込
み
奨
励
補
助
金
と

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給

　

市
で
は
下
水
道
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
供
用
開
始
か
ら
３
年

以
内
に
し
尿
や
家
庭
用
排
水
な
ど

を
下
水
道
に
つ
な
ぎ
込
ん
だ
場
合

に
補
助
金
を
、
ま
た
、
つ
な
ぎ
込

み
の
た
め
に
便
所
な
ど
を
改
造
す

る
資
金
を
借
り
入
れ
た
場
合
に
は

利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
つ
な
ぎ
込
み
奨
励
補
助
金

【
対
象
区
域
】
小
坂
町

　

（
集
合
住
宅
、
事
業
所
を
除
く
）

◇
供
用
開
始
の
公
示
か
ら

　

１
年
以
内　

２
万
円

　

２
年
以
内　

１
万
５
千
円

　

３
年
以
内　

１
万
円

☆
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給

　

供
用
開
始
（
公
示
）
の
日
か
ら

３
年
以
内
に
、
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
の
便
所
の
水
洗
化
工
事
、

排
水
設
備
の
新
設
・
改
造
工
事
、

浄
化
槽
廃
止
に
伴
う
取
り
壊
し
工

事
等
に
必
要
な
資
金
を
市
内
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
そ

の
金
利
に
対
し
３
％
以
内
の
利
子

補
給
を
し
ま
す
。

【
対
象
区
域
】
▽
萩
原
町
〔
萩
原
、

上
村
、
桜
洞
、
花
池
、
跡
津
、
古

関
、中
呂
、西
上
田
〕
▽
下
呂
〔
東

上
田
、
森
、
小
川
、
少
ケ
野
、
三

原
、
御
厩
野
、
野
尻
、
乗
政
〕

①
１
件
１
０
０
万
円
を
限
度

②
１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
、
そ

の
費
用
＋
50
万
円
限
度
の
附
帯

工
事
費
（
但
し
、
そ
の
合
計

が
１
０
０
万
円
超
の
場
合
は

１
０
０
万
円
）

③
利
子
補
給
期
間

▽
50
万
円
ま
で
↓
３
年
以
内
で
年

３
％
以
内
の
利
子
額
。

▽
50
万
円
を
超
え
１
０
０
万
円
以

内
の
場
合
↓
５
年
以
内
で
年
３
％

以
内
の
利
子
額
。

申
込
・
問
合
先　

上
下
水
道
部

経
理
課
☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線

２
８
３
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

下
呂
温
泉

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　

３
月

５
日（
日
）

　
　

下
呂
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

10
時
ス
タ
ー
ト

下
呂
温
泉
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会

（
市
教
委
・
ス
ポ
ー
ツ
課)

 

☎
52
・
２
９
０
０

　

●日時：２月１７日（金）　１９時～
●場所：星雲会館　天慶の間

　市では、すべての人が安心して自立した生活を送る

ことのできる福祉のまちづくりを進めるため、現在「地

域福祉計画」の策定に取り組んでいます。

　昨年７月からは市民が主体的に取り組む「福祉のま

ちづくり会議」を各地域ごとに組織し、福祉のまちづ

くりをどのように進めていくのか活発な意見交換を行

ってきました。フォーラムでは、福祉のまちづくり会

議からの提言発表や阪野教授をお招きしてのパネルデ

ィスカッションを行います。

　皆さんのご参加をお待ちしています。

◇報告１：福祉団体より活動報告

◇報告２：福祉のまちづくり会議からの提言

　　　　地域福祉計画の概要および策定経過説明

　　　　５地区から成果発表

◇ミニ・パネルディスカッション

　パネリスト：（各地区の代表者）

　コーディネーター 兼 コメンテーター

　阪野 貢 先生（中部学院大学人間福祉学部教授）

■問い合わせ　下呂市健康福祉環境部福祉課

　　　　　　　☎５２・２０００（ 内線６３２ ）

　フォーラム「地域福祉大集合」
　　　　　　～ 地域の支えあいで幸せの輪を広げよう ～
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中
学
卒
業
の
生
徒
を
も
つ

母
子
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
今
年
３
月
に
、
中
学
校

を
卒
業
す
る
生
徒
を
持
つ
母
子
父

子
家
庭
の
方
に
、
福
祉
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
３
月
15
日

ま
で
に
福
祉
課
ま
た
は
、
各
振
興

事
務
所
健
康
福
祉
課
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
環
境
部
福
祉
課

☎
52
・
２
０
０
０
（
内
線
６
３
２
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
　

（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な

ど
、
入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と

な
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制

度
と
し
て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り

ま
す
。
融
資
金
額
は
、
学
生
・
生

徒
お
一
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以

内
、
返
済
期
間
は
10
年
以
内
で
す
。

詳
し
く
は
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
岐
阜
支
店　

☎
０
５
８
・
２
６
３
・
２
１
３
６

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

小
口
融
資
制
度

　

市
内
の
中
小
企
業
者
の
経
営
安

定
を
図
る
た
め
、
岐
阜
県
信
用
保

証
協
会
の
追
認
に
よ
る
信
用
保
証

を
活
用
し
た
融
資
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

利
用
い
た
だ
け
る
方　

　

市
内
の
店
舗
・
工
場
ま
た
は
事
業

所(

特
定
の
業
種
は
除
く)

で
、
１

年
以
上
同
一
事
業
を
営
み
、
従
業
員

が
20
名
以
下
の
法
人
お
よ
び
個
人
。

資
金
の
用
途　

運
転
資
金
・
設
備
資
金

融
資
限
度
額　

最
高
１
２
５
０
万
円

融
資
利
率　

年
０
・
８
％
（
12
か

月
以
内
の
利
息
が
補
給
さ
れ
ま
す
）

貸
付
期
間　

96
カ
月
以
内

返
済
方
法　

一
括
返
済
ま
た
は
、

毎
月
均
等
返
済

担
保　

原
則
不
要

信
用
保
証
料　

年
０
・
６
５
％
ま

た
は
０
・
９
４
％
（
信
用
保
証
料
の

一
部
は
補
助
さ
れ
ま
す
）

問
合
先　

観
光
商
工
部
商
工
課

☎
24
・
２
２
２
２ (

内
線
１
５
２)

ま
た
は
、
市
内
商
工
会
、
市
内
指

定
金
融
機
関
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

臨
時
職
員
（
学
校
校
務
員
）

仕
事
内
容　

学
校
内
に
お
け
る
施

設
管
理
等
校
務
一
般

募
集
人
員　

２
名

勤
務
場
所　

小
坂
小
学
校
、
尾
崎

小
学
校
（
各
１
名
）

年
齢
制
限　

50
歳
以
下

雇
用
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日

〜
平
成
19
年
３
月
31
日

申
込
期
限　

２
月
28
日

提
出
書
類　

履
歴
書
、
住
民
票

問
合
先　

市
教
委
・
教
育
総
務
課

☎
52
・
２
９
０
０(

内
線
５
０
４)

特
別
支
援
教
育
ア
シ
ス

タ
ン
ト
登
録
者

　

市
内
小
中
学
校
で
、
軽
度
発
達

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
生
活
支

援
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
特
別
支

援
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
登
録
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

教
員
免
許
な
ど
の
資
格
は
必
要

な
く
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
教

育
に
熱
意
の
あ
る
方
な
ら
ば
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。
勤
務
は
新
年
度

４
月
か
ら
、
週
５
日
×
35
週
（
年

間
１
７
５
日
）
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
末
日
ま
で

問
合
先　

市
教
委
・
学
校
教
育
課

　
　
　

☎
52
・
２
９
８
０(

直
通)
　県民健康医学講座 「東洋医学入門」

  ～ 元気に暮らすための生活術 ～

　日　時　　２月２６日（日）　１０時～１１時３０分 
　　　　　　　　　　　　　　　（開場９時３０分）

　場　所　　下呂観光会館　大会議室

　主　催　　岐阜県

　自然治癒力を活かして治療する東洋医学の世界を知ってい
ただき、家庭での生活改善に役立てていただくため、東洋医学

をテーマに講演会を開催します。

■講　師　　西本　隆　先生（西本クリニック院長）

　漢方治療を中心に診療されている西本隆氏に、漢方の世界を通
　して元気に暮らすための生活術、自分の体やこころとの上手な

　付き合い方をわかりやすくお話ししていただきます。

■お申し込み　電話、ＦＡＸ・メールでお申し込みください。

　下呂温泉病院内　岐阜県健康医療フロンティアセンター

　　TEL：25・2820 内線 1222　FAX：25・5922 

   　メール：c22604@pref.gifu.lg.jp
　　※住所、氏名、電話番号を明記してください

  平成１７年度

森林科学研究所重点研究課題成果発表会

～ 森林資源の健康への利用に関する研究（２年目） ～

　　
　日　時　　２月２５日（土）　１３時～１６時　
　場　所　　下呂総合庁舎 ５階大会議室 (萩原町羽根)

■発表内容

（１）岐阜県森林科学研究所職員の研究成果発表
　　　岐阜県森林科学研究所では、森林資源を有効利用し地域
　　　産業の活性化に役立てたいと思っています。具体的には
　　　ホオノキ、サンショウ、サルナシ、薬用キノコなど身近
　　　にみられるものを使って特産物の開発を目指しています。
　　　これまでに得られた研究成果を発表します。

（２）特別講演

　　　岐阜薬科大学薬草園研究室　田中俊弘教授
　　　 薬草、薬膳弁当、草木染めなど薬草利用について、お話し
　　　していただきます。

■お申し込み・お問い合わせ先

　岐阜県森林科学研究所　森林資源部　坂井、茂木　　

　☎ 0575・33・2585　(FAX 33・2584)  

参加料
無料

入場
無料

定員1
50人
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芝
居
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
し
ら
さ
ぎ
座

２
月
公
演　

「
南
條
光
貴
一
座
」
２
月
27

日
ま
で
。
10
時
と
14
時
の
１
日
２
回
公

演
。
問 

☎
25
・
２
２
３
９

　

◇
ゆ
か
り
ん
と
ウ
ッ
キ
ー
の
童
謡
だ

い
す
き
コ
ン
サ
ー
ト　

２
月
21
日
10
時

〜
11
時
、
星
雲
会
館
天
慶
の
間
で
。
昔

か
ら
歌
い
継
が
れ
て
き
た
童
謡
・
唱
歌

と
現
代
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で
児
童
向

き
に
展
開
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
問 

市
教
委
・
社
会
教
育
課

◇
舞
台
劇
「P

A
J
A
M
A
(

パ
ジ
ャ
マ)

眠
る
の
ナ
ン
テ
も
っ
た
い
な
〜
い
！
」　

２
月
26
日
14
時
か
ら
下
呂
市
民
会
館
で
。

会
員
対
象
。
当
日
の
入
会
可
（
年
少
児

以
上
１
人
１
月
８
０
０
円
）。
問 

益
田
子

ど
も
劇
場
☎
52
・
４
０
５
３
（
月
・
金
）

 

民
俗
・
芸
能

　

◇
田
の
神
祭
り(

国
重
文)

２
月
14
日
。
秋
の
豊
作
を
願
う
森
八
幡

神
社
の
例
祭
。「
花
笠
祭
り
」
と
も
呼
ば

れ
、
中
世
以
来
の
田
遊
び
の
芸
能
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
「
土
雛
ま
つ
り
」

２
月
25
日
〜
４
月
３
日
。
昔
懐
か
し
い

明
治
か
ら
の
土
雛
を
約
６
０
０
点
展
示
。

 

ス
ポ
ー
ツ

　

◇
下
呂
市
ス
キ
ー
大
会　

２
月
26
日

９
時
か
ら
鈴
蘭
高
原
ス
キ
ー
場
で
。
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
市
民
が
熱
戦
。

市
体
育
協
会
主
催
。
問 

市
教
委
・
ス
ポ

ー
ツ
課
☎
52
・
２
９
０
０

 

無
料
開
放

　

◇
南
飛
騨
温
泉
無
料
開
放　

２
月
10

日
、
17
日
、
市
内
６
カ
所
の
温
泉
施
設

が
同
時
無
料
開
放
。(

１
月
号
参
照)

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
「
合
掌
の
里
」　

２
月
22
日
、
23
日
。
旅
芝
居
は
通
常
公
演

 

卒
業
式

３
月
１
日
▽
県
立
益
田
清
風
高
校
、　

３
月
８
日
▽
県
立
下
呂
看
護
専
門
学
校

３
月
10
日
▽
市
内
中
学
校(

７
校)

３
月
23
日
▽
市
内
小
学
校(

15
校)

 

教
室
募
集

　

◇
親
子
体
操
教
室

対
象　

平
成
14
年
12
月
６
日
〜
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
保
護
者

開
催
日　

２
月
６
日 

13
日 

20
日 

27
日

３
月
６
日  

20
日　

各
10
時
〜
11
時

会
場　

星
雲
会
館 

天
慶
の
間

問
合
先　

市
教
委
・
社
会
教
育
課

　
　

　
　

　
　

　

☎
52
・
２
９
０
０

暮らしの情報あれこれ

最低賃金改正の
お知らせ

　岐阜労働局では、「岐阜県最低賃金」

と４業種について「産業別最低賃金」

の改正を行いました。

　新しい最低賃金は次の表のとおりで、

臨時、パートタイマー、アルバイトなど

を含め、すべての労働者に適用されま

す。

　　　　問合先　岐阜労働局賃金室
　　　　　　　☎ 058・245・8104

最低賃金の件名 時  間  額 発効日

岐阜県最低賃金 ６７１円 H17.10.1

最低賃金の件名 時間額 日　額 発効日

陶磁器・同関連製
品、耐火物製造業

７１４円 ５, ７０８円 H10.12.25

紡　績　業 ６９０円 － H17.12.21

電気機械器具、
情報通信機械器
具、電子部品・
デバイス製造業

７４２円 － H17.12.21

自動車・同附属
品製造業

７７９円 － H17.12.21

航空機・同附属
品製造業

８３５円 － H17.12.21

◎地域別最低賃金

◎産業別最低賃金

自動車学校との契約トラブルにご注意を！
　高校卒業の時期を迎え、これから自動車免許を取ら
れるみなさんも多いと思いますが、最近、県内の自動
車学校や教習所で、若年者が様々な契約トラブルに巻
き込まれるケースが増えています。自動車学校を選ぶ
ときは、くれぐれも慎重に行ってください！

困った時は消費生活相談窓口に相談ください。　

　【土日・祝日・年末年始を除く】

岐阜県消費生活センター　 ☎ ０５８・２６５・０９９９ 

ホームページ http://www.gifu-consumer.or.jp/

飛騨地域振興局振興課    　☎ ０５７７・３３・１１１１

〔 事　例 〕

１．自動車学校のチラシに「一日に何時間でも教習でき
るので、早く、安く免許を取れます」と書いてあったが、
実際には、１日２時間しか技能教習を受けられず、そ
の他の時間は他人のキャンセル待ちだった。チラシ内
容と話が違うし、解約を申し出たが、契約時に支払っ
た入学金等は、一切返金してもらえなかった。

２．未成年の息子が、黙って自動車学校への入校手続き
をしてしまった。後でよく調べると、県公安委員会指
定校ではなかったので、すぐに解約を申し出たら、解
約は応じるが、支払ったものは返還しないといわれた。

〔 アドバイス 〕

○２０～３０万円程度の「高額な契約を結ぶ」というこ
とを念頭に、安易な判断をせず、保護者ともよく話し
合ってから契約しましょう。

○周囲に既に自動車学校に通った（通っている）人があ
れば、話を聞くなどして、よく情報収集をしてから契
約しましょう。

○トラブルになっても「支払ったものは返金しない」と
いう特約、誓約が付いている場合、お金を取り戻すこ
とは大変困難です。



　　御嶽少年自然の家 主催事業
小学生以上の子とその家族で参加できます。参加希望の方は、

イベント名、郵便番号・住所・氏名・年令・電話番号を明記の上、

はがき、ＦＡＸ、またはＥメールでお申し込みください。

■春スキーＩＮチャオ

　日　　時：３月１８日（土）～１９日（日）

　申込期間：２月６日～３月３日まで

　定　　員：１００名 (多数の場合は抽選)

　参加費　：２,０００円 (リフト代別)

〒509-3111　小坂町落合　｢御嶽少年自然の家｣
　☎ 62-3655　FAX 62-3659　E ﾒｰﾙ c27216@pref.gifu.lg.jp
　ホームページ http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/index.htm

17

暮らしの情報あれこれ

２ ２ 月 の 市民サロン月 の 市民サロン
　　　(市長に会える日)

２月１６日（木）９時～ 12時　　　　　萩原振興事務所
２月１６日（木）13時30分～16時30分　小坂振興事務所
２月１７日（金）９時～ 12時　　　　　馬瀬振興事務所
２月１７日（金）13時30分～16時30分　金山振興事務所

　※市長と面談されたい方は、各振興事務所管理課までお申し込みください

【おくやみ電子郵便の廃止について】

　これまで市民の方が死亡した際、市長名でおくやみ「電子郵便
( レタックス )」をお送りしていましたが、行政改革の一環とし
て昨年 12月１日から廃止しました。市民の皆さまには、一層の
市民サービスの向上とさらなる行政改革に努めて参りますので、
ご理解くださいますようお願い申し上げます。　【秘書広報課】

金
山
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み
。

　

節
分
・
豆
ま
き

■
２
月
３
日
（
金
） 

10
時
〜

　

ひ
な
人
形
作
り

■
２
月
20
日
〜
３
月
２
日

　
　

10
時
か
ら

　

乳
酸
飲
料
の
空
き
パ
ッ
ク
を

使
っ
て
、
か
わ
い
い
ひ
な
人

形
を
作
り
ま
す
。

問
合
先　

金
山
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て
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「
ほ
ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０･

２
３
４
６･

２
４
２
２

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

２
月
開
館
日

▼
13
日
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
は
、

手
遊
び
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、
ゲ
ー

ム
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

日にち 開館時間 会　　　　場

８日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

10日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

13日(月) 10:00 ～ 11:30 健康館  「親子で遊ぼう」

22日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

24日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

 (子育て支援課☎52・２９００)

市営住宅入居者募集
　町屋住宅103号〔少ヶ野616番地1〕

　　　　簡易耐火２階建　２K

　　　　住宅使用料　９,５００円～１５,８００円

　少ヶ野住宅124号〔少ヶ野446番地24〕

　　　　中層耐火３階建　２DK

　　　　住宅使用料　２２，０００円　

　幸田住宅104号〔幸田1126番地17〕

　　　　中層耐火3階建　２DK　

　　　　住宅使用料　３２，０００円

　青木団地1号〔馬瀬中切705番地1〕

　　　　木造２階建　４LDK

　　　　住宅使用料　３７,０００円～４５,０００円

◆入居資格　税金の滞納がない事、住宅に困っている事
◆申込期限　２月２０日（月）

◆問合先　　都市建設部建設課　☎５２・２０００毎月第３日曜日は
　　　『家庭の日』です
　　　　　　【下呂市教育委員会】 油の流出事故防止にいて

暖房器具などの給油時にその場を離れたり、バルブの閉め

忘れ、施設の破損などによる油の流出事故が起きています。

油の流出事故は、河川や地下水の汚染を引き起こすのみ

ならず、下流域へ多大な影響を与え、水道・農業用水の取

水停止や臭いによる生活環境の悪化、さらに魚類が死ぬな

どの重大な被害をもたらすことになりかねません。

事業所や家庭では、作業前の点検や給油作業中の注

意、作業後のタンクや配管の点検など水質汚濁事故や

火災の予防に十分心がけてください。万が一、油が流

出した場合には、直ちに下記までご連絡ください。　

　【連絡先】

飛騨地域振興局環境課 ☎ ０５７７・３３・１１１１

下呂市消防本部　　 　☎ ２５・５１１９

下呂市役所環境課　　 ☎ ２６・５０１１

雪害被害木の処理には、十分ご注意を!!
例年にない降雪量と重い雪質のために、間伐手遅れによる雪害

被害木が各地区で確認されています。

雪の重みでしなった木は、多方向から力がかかるため、伐採し

た時どちらにはね返るか予想がつかず「倒れたり、はねたり、滑

ったり」大変危険です。雪害被害木の処理において死亡事故も発

生しています。

雪害被害木の処理は、決して１人で処理しようとはせず、専門

家に任されることをお勧めいたします。　　　　　【農林振興課】

雪
の
重
み
で
倒
れ
た
ス
ギ
林
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第10回岐阜県民文化祭・ぎふ文化の祭典

親と子に捧げる創作音楽劇「山城秘話」
　岐阜県民文化祭のメイン事業として、飛騨地域に伝わる昔話を基に創作した
音楽劇２話を、地元飛騨地域から集まった合唱団員など総勢70名が、オーケス
トラの生演奏に合わせて歌い演じます。

◆公演日：２月２６日（日）午後１時３０分開演（午後１時開場）

◆会　場：高山市民文化会館　大ホール

◆主　催： 創作音楽劇「山城秘話」実行委員会、岐阜県民文化祭運営協議会、

　　　　　岐阜県、岐阜県教育委員会、（財）岐阜県教育文化財団

◆後　援：下呂市、下呂市教育委員会、下呂市文化協会連絡協議会　など

【第一話】「西忍池」　旧宮川村に伝わる大蛇伝説を基に創作した話。
村人に攻められた城主の奥方の帯が大蛇となって村を崇る。奥方の霊を鎮める
ために、人身御供になった娘さわの話。

【第二話】「松倉城」　松倉城にまつわる小糸伝説を基に創作した話。
城の無事を祈願して、遊んでいるところをさらわれ人柱にされた娘小糸の話。

◆入場料：一般2,000円（当日2,500円）、高校生以下1,000円（当日1,500円）

◆入場券取扱所：下呂市教育委員会社会教育課（星雲会館内）など

◆お問い合わせ先：創作音楽劇「山城秘話」実行委員会事務局 

                           ☎ ０５８・２７７・１１３９



3220

古
紙
配
合
率
100
パ
ー
セ
ン
ト
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

発
行
／
岐
阜
県
下
呂
市
役
所　

毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
（
有
）斐
太
企
画
工
房

2006

2
平成18年

〒
５
０
９ｰ

２
２
９
５ 

岐
阜
県
下
呂
市
森
９
６
０
番
地　

編
集
／
企
画
部
秘
書
広
報
課

☎
０
５
７
６・２
４・２
２
２
２　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.city.gero.lg.jp

　「下呂温泉ほのぼのガイドの会」の皆さんは、平

成10年に開かれた公民館講座「観光案内人講座」

の受講者が中心。下呂温泉に訪れる観光客に、ま

ちの歴史や自然、この地域の暮らしなどを知って

もらい、旅を楽しんでもらおうと、講座修了後に

発足しました。

　下呂温泉合掌村を活動拠点に、合掌造りなどの

施設説明から市内の観光案内、記念写真を撮って

あげたりと、観光客に気さくに声をかけています。

　全国各地の観光ボランティアガイドの人たちと

も研修を通じて交流を図り、　新たな知識の習得や

ガイド技術の向上にも努めています。

　４年前からは年１回、８月最後の土曜日に「ギャ

ラリー木
こだ ま

精」でクラッシックコンサートなどを企

画。「癒し」の創造も活動の一つとなっています。

　会員の１人は、「お客様から年賀状をいただきま

した。お客様と気取らず、普通に接することが大切。

自分の体験などこの土地に根ざしたお話ができれ

ば、もっと旅が楽しくなるのでは、」と話します。

　同村の施設長は「皆さんのおかげで、お客様が

楽しんでお帰りいただけます」と話し、会員も「ガ

イドの活動が生

き が い に 」 と、

観光客への協働

のおもてなしが

うまく続けられ

ています。

下呂温泉 ほのぼのガイドの会

記念写真を撮ってあげるのも、
大切なガイドの役目

楽しい旅行になればと、施設内を案内する会員

ガイドの説明に、お客様は感心した
り、びっくりしたり、懐かしんだり

新聞も月１．２回発行

ほのぼのガイドの

名札(名刺)

あなたも一緒にや

りませんか！会員も

随時募集しています。

問合先はこちらへ→

旅の思い出づくりに一役　　観光ボランティアガイド


